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んでいなかったらしいことは前述したとおりで、復帰

後、沖縄県当局により1972年8月から1973年3月までの

予定で新生児死亡の調査が行姉榔麟λ ㊥2・酔
で、現在新生児の集中強化医療の実質的噛、さとなってい

る県立中部病院小児科における実態を調べた。

　この病際瞳軍政当特か勝ハワイ大学り揖導悪スメ、リ

力的な医療体制をとづていた特異な存在で、病院ぞ生ま

れた病的新生児はもちろん、沖縄本局（自動車を用いれ

ばおよそ2時問以内セどの地点から電病院に到達でき一

る）や離島（ヘリロブタrを用いそ収容することが多が

ったが、復帰後はアメリカ軍との連絡が以前ほどスムー

ズには こ蚤まなくなり、 新しい問題が発生 して、いる）の患

児をも収容しているo’．，

　この病院の小児科の知念正雄博士のデータによれば、

1972年中の新生児入院患児は第2表のとおりで、 耳6名
であづたδ』1ベッドが年に60回転する程度の集中強化医

療を行ないうるなら2ベッドで足りることになる6 もち

ろんぐその よ うに簡単に運ばないことは病名を見池ば明

らかであるがド 小児病棟、ll伝染病棟を活用して、新生児

の入院要求は絶対に拒否するごとな1く収容しているとい

う。、

第2表　沖縄県立中部病院小児科入院新生児患児・、
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，r辺れはぐ 現在、・行政的に把握されて輪蚤新生児翠》集中

強化医療は県立中部病脆で足りて》トゐと蛎う潰紐挺あ、

ゆ、IB項の言柳力らも当然なこ・とと晩み．　霞駄

・課、間題は行政的に犯撞され1ない新生児なのミでおら、て、、ヒ

れほ現在進行中の調査の結果を待つほ典なし　オ障’．

　D 沖縄県の人ロ寛鋤の問題点『』、．誌皐賦

1筒野は第立衷のご1と営人口励態が繰ら流ゐ理由にわ恥
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て調査し、次の零う、欺間題点を見出している。詳即砿第

3表を参照されたい。

　（1）出生率　　我が国がかって多産時代であった頃

（1％0年代遡鄭）でも沖縄地方爾出生率韓低率で、我が

国全体が30ん36の出生率を示し1ていたのに対して23ゲ31

と麺てい規戦後輝の軍政塵勘塵でから職が
層と．の差は余吠きく1漁くなったが、嫌油我が国よ

りも隅率であったQしかしこの出生率の基礎とな づてい

る出生届は徹底して茜うず、いわゆる定砂られた時期か

ら聯に遅麺届出さ褐もの鯵かラ批聞く・．しか
し、⑲60年代吋なってからそのような悪習は多少とも少

な体つてきたとの壁である』
　（21 乳児死亡率・新生児死亡率 　届坦4）不徹底はこ

の2つの人自動態統計にも現われている。』出生の把握が

不畑、であ硫めに・勅の咋率が柾獅あるヒと
はいうまでもなく、死亡についての届出自体も不徹底で

あ為ので、その不正確さに拍車虐かけ烈トるように思わ

れる。

　沖縄の風習乏して幼なくして死んだり、罪人は不孝潜

としてその家の墓に埋葬してもらえないということがあ

る？特に新生児期に死亡し痙も璽ではそめ題向が著明で

あるので、公的施設での死亡は数字に表われてくるが、

自宅で死亡したもので曝文字通ワ暗にほうむられてしま

うと婿う結果であった。統計に示されている数値が、ど

ち軽我切職の鯛蝉晦てい碑因は、 ゆよ
う蝿習漱いに縣しているものと思繍る訪が国
全体の乳児死亡率が1qo以上を示してい牽時期でも、・沖

縄においてはその約％～％という少なさである。当時の

公獅生・甥保健・「が児科勃状況が暁えてみても

こ餌 う轍値榊縄陣いや襖恥れていたとは
考捨れ嬉更繊瞬おいでも・孚し聯亡率蜥生
児死亡率の低下は当然認められる ところであろうが、統

計上示されているよ5な数‘直は丑壬確なもiのとは考えられ

ない5

　（亭と低出奪俳重児り出生頻慶・『　ここ数年間の低出生

輝児の出蝉度脚％前蝕糊鱗！！鷹められ
な馬lg：我が陣傘体の出生頻度に地べるξ塾塗りの晦値を

ぶしている。

　低出生体重児の出生頻度の保健所管内別にみると1971

年の結果では、 石川保健所管内が10．2％で最も高くぐ、他

は8％前後である6しかし、 離島の宮古保健所管内では

僅か4，9％二しか低出生体猛児の出生をみていない。これ

については丸．後述する分娩施設別《立会者別分娩の資料

を参考にすると理解できる。．

　（4）分1娩場所及び立会者 、1971年には病院分娩13，1

％診騨60・ 1％・助産所19・9％｝、自宅6・0％・その他

0，9％となっており、立会者別でみると、医師73，3％、

助産婦25，7％、その他1．0％となっている。

　これを年次的にみると」病院・診療所分娩が急激に増

加し、助産漸での分娩は漸減を示し自宅分換峠激減して

いる。立会者も医師によるものが増加し、助産婦の立会

は5年陶で約％にまで減少している。

　地区別にみると、那覇市内では8L7％が病院診療所で

医師の立会のもとに分娩をし、自宅分娩は0．5％で助産

婦によるものである。また助産所は工7．6％である。一

方，離鵬の宮古保健所管内をみると、1病院分娩が11，2

％、診断所では19．7％で那瓢市の約％弱であるのに対

し、助産所分娩が30．8％で那覇市の約2倍、一自宅分娩が

37．9％にも達している。立会者も助産婦が宮古地区全体

で52．8％と那覇市の約3倍、薩師の立会は廓覇市地区の

纏の3L5％である・1題畑っφるr励あ際さん」

的な人によるもので、これが15．7％と非常に高率で昂

る。このような立会者は出生児の体窟すら計測しないと

いうことで、出生体重不明ゆものの頻度が他の地区に比

べて非常に高いという結果が出ている5かつて出生体重

の記入について助産婦に指導した ところ出生体重3，000

gの児が続出したという話が舟子保健め関孫者に語り伝

えられているo　　　　　　　・ 一

El沖縄県におけ噺生騨即財
糊県に浦る新生児鯉の難蜘砿め畦・沖縄
県の奪的病院の新生児管理にっいて調査し沁。

　沖縄県における公的病院は、復帰前ほ琉球政府立那覇

病院、．同中都病院、同名護病院、同八軍申病院≧沖縄赤

十字病院があったが、復帰後は琉球政府立はそれぞれ県

立病院となった。なお、唯一優国立癖院として琉球大学

保健学部付属病院が設立され、復帰後よラ粟務を開始し

ている。

　これらの公的病院のうちの一つ浄縄県立中部病院が、

雛嘩療の中心的離融ってい壁≧1煽述した
が、その新生児管隅は以下のとおりであづ6、同病院は琉

球政府立時代と何ら変るところなく業務が行なわれてお

り、健康新生児は産科の管理下に、異常新生児（未熟児

も含哲）咽しては小児科の管理下陣力噂奄為・同

病院の病擦のシステム嫡感染症は全て伝染病棟瞳収容さ

れるので、新生児Q隣のセクションに嫡幼児の赤痢患者

が収容されでいるという形態をとっているるまた、 感染

症のないものは一般小児科病棟に収容ざれる。すなわ

ち、新生児室という独立したゼクショ シは産科病棟にあ

り・嬬縦児用の独立した砂凶ンは奉㌧）≧ いうこ

とである。
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内藤他廓感急新生児め薬申強紀薩療に関ずる研究

　中部病院小児科に入院した新生児のうち院外出生児の　　　制度の確立には、現在行なわ蒔額黛惹県り卸奪場死亡

入院状況ばおよそ以下のとおりである。院外からの患児　　調査などの結果を待たなければならない溶こ衷が国が歩

は主として撒医から酵畔ら搬で憩努物融1擁終簡劣騰聡脚弊をたどることになるので
保健所を介して送られ審もあはなぞ、’助産所で生まれだ‘　はあるまいが。」足飛ぴに新生児集中強化医療に走るの

ものは遺診療朧通塵騨醜稀るき鞍勲魍鰹雛醗1嘆醗騨鞍鐸握・そ灘対する髄所
医師また嫁医療関係者晒付き添って移送されること嫁少　　の体制の確立、・母子保健従都者をも含めた一般県民の教

なく徽のみが付き痴てくる礁そ嘩弾琿状鰍i育鋳撫騨訟欝嘩寧ろう・
悪化が度々みられるということであるQ収容される病児　　　未熱児対策といえば、 沖縄県には母子健康セγターは

の蜥は蘇下級び帽病院筋車で2時間も脚．．馳嬉沸児セソターも鰍のである・煉し謙
ている南部塑わも送、ら塾為。収餐零彩喬購興舜深蕉勤璽．1 熟児セゾターは県立中部病院に付設される計画があると

時間帯であろう旗、準夜勤め時闘帯であろうが、’送づ先 　いう。これは現状で果している役割を考えれば、新隼児

の都合 切噛磐い牲喰塑，や？、，、ひ述。燕魏磐療脚て使用しうる鵬ておくべぎ
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